1年生
「１　なかまづくりと　かず」
☆順序ではなく、量の多さを示すもの（集合数）として数を教える。これは演算の前提でもあるし、十進構造の理解には欠かせない。そのためには、１からではなく、まず、３を教える。（１はものの多さを意識しにくい）
東書×-１から。
大日〇-３からだが書き順練習などは１から。
学図〇-折込利用で３からでも１からでも教えられる。
教出・啓林・日文△-１からだが３を強調。
☆具体物を結集性のある正方形型半具体物（ブロックやタイル）に置き換える。
東書・大日-〇
啓林△-ブロックにオレンジ丸や青四角が付いている。
学図・教出・日文△-具体物とブロックの途中におはじきを入れている。
☆10の前に0を教えるべきだが、どの社も0は10の後。
啓林×-10の後に「なんばんめ」の単元を挟んでから０。
他社△-10の直後に０。
☆生活の中で使っている「よん」「なな」にも触れたい。
学図・大日・啓林〇-「よん」「なな」あり。
東書・教出・日文×-「よん」「なな」なし。
２年生
「１　グラフとひょう」
☆時間をかけずに軽く扱う。全社、最初の単元なので楽しい授業にしたい。
啓林・〇-導入は好きな遊び調べ。楽しそう。
学図・教出・大日・日文・東書△-前の3社の導入は「育てたい野菜」、日文は「かざりの形」、東書は「休み時間にしたこと」。
（導入ではないが、教出・大日・日文が「好きな給食調べ」を扱っている。学図×-楽しそうな素材なし）。
☆カードを並べるだけで十分、〇の数のグラフは必要ない。
日文〇-唯一、カードをそのまま並べている。それを表にしてから、〇のグラフも作らせる。
（学図・啓林・大日-表が先でグラフがあと。教出・東書-グラフが先で表があと）
3年生
「1　かけ算」
☆交換法則も図を使ってていねいに説明したい。
東書・学図〇-図でていねいに説明している。
教出・大日・日文△-図はあるが説明不足。
啓林×-図も説明もなし。
☆分配法則の意味理解が重要で、1つの式にまとめなくてもよい。
東書・大日・日文〇-説明がていねいで、1つの式にしていない。
教出△-1つの式にしてあるが、7×6＝（2×6）＋（5×6）のように（　　）を使っているのでわかりやすい。
学図×-7×6＝□×6＋□×6のように、（　　）を使っていない上、空欄をうめさせて式を仕上げる。
啓林-この単元で分配法則を扱わない。
☆結合法則
東書・大日-扱っていない。
他社-扱っている。（教出は「交換」「分配」「結合」の用語まである）
☆導入は「九九を忘れたときはどうする？」がよい。子どもにとって必然性あり。
学図・啓林△-このような導入なし。
他社〇-九九を忘れたときの答えの見つけ方を考えさせている。
☆＝の右辺はこれまで「答え」だったが、ここでは、左辺と右辺の式の値が同じときにも使うことを理解させる。
東書・学図◎－きちんと説明している。
他社×-説明なし。
☆×0や×10のかけ算まででよい。
教出・日文×-20×3や200×7まで扱っている。
他社〇-扱っていない。
☆かける数とかけられる数の一方と九九の答えが分かっていて、分かっていない数を求める問題
学図・大日-扱っていない。
他社-扱っている
　　　4年生
「1　大きい数のしくみ」
☆3桁区切りをする理由が分かりやすいか。
東書・教出・大日〇-分かりやすい。
学図△-分かりにくい。
啓林・日文×-説明なし。
☆×10、×100、÷10、÷100は、位取り表を使うと理解しやすい。
東書×-一十百だけの小さな表だけ。
他社〇-位取り表を使って説明している。
☆四則計算は会社によって違う。省略算は必要ない。
学図△-万憶兆の漢字を使った四則。
啓林△-万憶兆の漢字を使った四則と3桁×3桁以上のかけ算の筆算。かける数に0があるときの省略算があるが問題数は少ない。
他社△-3桁×3桁以上のかけ算の筆算。どの社も省略算があるが、教出は練習問題の数が多い。
☆大きな数の量が分かる具体例が必要。
東書・日文×-なし。
他社〇-学図は生まれてからの秒数。啓林は1万円札で1億円を積む。大日は1秒間に1つずつ数えると100年では。教出は10年後は何秒？、1万円札で1兆円の重さは？、1円玉1兆個の長さは？
　　
　5年生
「１　整数と小数」
☆十進位取り記数法は、10個だけの記号とその位置で数の大きさを表す。
東書◎-「0から9の数字が書かれた位置によって」と明記。
他社〇-啓林は「位置」に触れているが「10個の数だけ」に触れていない。他社は「10個の数」はあるが、「位置」について触れていない。
☆位取り表は必須。
東書〇-4回登場。
学図・日文△-2，3回使っている。
他社×-1回程度。
☆各位の大きさの違いを見せたい。
学図〇-ブロックを使って表している。
他社△-なし。
☆10倍、100倍、1/10、1/100などで位が上がり、その結果、小数点が移る。
東書〇-「位が上がる」とある。
他社△-「小数点が移る」と、操作だけをまとめている。
☆各位の数字は、その位の単位の数を示している。
東書・教出〇-赤い丸で、その位の単位の数を示している。
